第１回障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり推進会議
会議録
１　日　　時　　　平成２０年３月２６日（水）

　　　　　　　　　1３時３０分～1５時１０分
２　場　　所　　　京成ホテルミラマーレ６階ローズルームＡ
３　出 席 者
（１）委員等　高梨委員　植野委員　神林委員　田上委員　横山委員　寺尾委員
大屋委員　早川委員　藤森委員　岸田委員　新井委員　穴沢委員
赤田委員　佐藤榮一委員　大塚委員　磯村委員　坂戸委員　林委員
中台委員　黒河委員　牧野委員　小田委員　田中委員　石橋委員
渡邉委員　坂巻委員　小川委員

　　　　　　　根本委員代理・野田市保健福祉部参事兼社会福祉課長　西山寿夫氏
　　　　　　　千葉委員代理・社団法人千葉県商工会議所連合会事務局長　小石まさよ氏

　　　　　　　大越委員代理・千葉県タクシー協会専務理事　鵜木周造氏

　　　　　　　佐藤健太郎委員代理・千葉県教育委員会教育次長　榎本　剛氏
（２）事務局　（障害福祉課）安藤課長　布施副課長　横山室長ほか
４　会議次第
（１）開会

（２）知事あいさつ
（３）委員委嘱状交付
（４）自己紹介
（５）推進会議の今後の進め方について
（６）閉会
５　会議録
（1） 開会

司会（横山室長）が開会を宣した。

（2） 知事あいさつ
今日はお忙しい中をこの会のためにお集まりをいただき、まことにありがとうござ
　　います。本当にうれしく思っております。と申しますのは、日本の国で最初の障害者
の差別をなくすための制度を千葉県から決められたということにたいへん誇りを持ちますし、ここに今日お集まりになった皆様お一人お一人のお力でこの条例をつくることができました。今振り返ってみますと、決して簡単な作業ではございませんで、難産以上に、議会も３つの議会を経ましたし、そういう中で、特に教育委員会、あるいは企業３協会の皆様、そういった方々との話し合いが何度も何度も行われました。

　そういう中で議論が深まり、障害をお持ちの方たちの事の重要性を自覚・認識もし、そして回りの地域の方やいろいろな主体の方たちがそれぞれに事の重要性を認識いただいたということで、むしろすんなりと決まるよりは、たいへん僭越なものの言い方ですが、そういったプロセスを経たことによって、よそから、今いろいろなところで千葉を見本にして条例をつくろうということで、岩手県にも差別をなくすための研究会の座長をしてくださった野沢さんが呼ばれていって、今議会で準備に入ったということです。日本の多くの地域でこれがまた広がっていくということ自体、千葉としてはたいへん大きな喜びでございます。

　現在、千葉県では、２４万人の方が、何らかの障害をかかえて暮らしておられます
けれども、最近１０年間で約１．５倍に増えたということです。これから、高齢社会

に向かいますと、どうしても加齢によって車いすに乗るとか、いろいろな病気の後遺

症によって障害を持つということで、さらに増加が見込まれます。私たち、元気にし

ているときには全く感じないようなことを、自分自身が障害を持ったときに、それが

精神的なものであれ、身体的なものであれ、初めてどんなにかこの条例があることに

よって暮らしやすい千葉県なんだということを感じることがあるのではないかと思う

のですが、そういった意味ででもこの障害者のための条例が社会を変えていくような

起爆剤的なものになるだろうと私は思っております。皆様のおかげだと思っております。

　この条例は、障害のある方に対する誤解や偏見を解消するとともに、障害のある方

の日々の暮らしを妨げている、ハード面、ソフト面にわたる様々なバリアをなくして

いく、誰もが暮らしやすい社会づくりを進めるために制定されました。

　昨年７月に施行されてから、これまでに２６０件を超える相談が寄せられています。

こうした相談活動を通じて、障害者用駐車スペースでの駐車マナーの問題など、個別

の相談では問題の解決が難しい課題も見えてまいりました。このような課題に、行政

としてしっかりと対応していかなければならないと考えています。しかし、行政だけ

で解決できるわけではございません。皆様のお力をいただきたいと思っております。

　課題の解決には時間がかかるかもしれませんが、一歩一歩進んでいくことが必要だ

と思います。「千葉県に障害者条例があってよかった」と感じていただけるようになる

ものとしたい、そしてそうなることを信じております。

　今日は第１回目ということで、今後の進め方について、皆様から御意見をいただき

とうございます。

　最後にもう一度、千葉県でこの条例ができたことで、各都道府県、各市町村、それ

から一番大きくは国でも、県でできるんだったら国でもやろうということで、千葉を

発火点にしてこのうねりが日本じゅうに広がっていくこと、そのことをぜひとも願っ

て私のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうございました。

（3） 委員委嘱状交付

堂本知事から、出席した委員（県の職員を除く。）一人ひとりに委嘱状を交付した。

（4） 自己紹介

· 赤田委員

　　　　千葉日報社の赤田と申します。当会議の役割の一つに、優しい取組みを応援する

　　　仕組みがございまして、その中に表彰と情報提供ということが入っております。私

どもメディアの一員として、この情報提供の役割、しっかりやっていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

· 穴沢委員

　　　ＮＨＫ千葉放送局の穴沢でございます。よろしくお願いします。去年の６月から

局長をやらせていただいております。ご存知のように、放送協会、現在、完全デジ
タル化あるいは放送と通信の融合ということで、まさにたいへん大きな変革期を迎

えております。ＮＨＫ千葉局もおかげさまで皆さんの御支援をいただいて、今年の
１０月で６５周年を迎えます。地元の公共放送局として、千葉県民の皆様の役に立

つ存在であり続けるためにがんばっていきたいと思います。よろしくお願いします。

· 新井委員

　　　千葉県看護協会の新井でございます。よろしくお願いいたします。障害者は、様々

　　な不都合な点をもっていらっしゃると思うんですが、そういったことをしっかり受

け止めて、そして皆さんと共有し、そういった仕組みができたということはたいへ

んうれしく思っております。私たちも看護の立場で参加させていただきます。どう

ぞよろしくお願いいたします。

· 石橋委員

　　　東金市選出、県議会議員の石橋清孝です。私は、障害のある人もない人も共に暮

らしやすい千葉県づくり条例のときの健康福祉常任委員長でございました。そうい

った意味で、この条例に対して、一端の責任を負っております。また、調整委員会

の委員長、そして、このたびこの会議に出席させていただきます。基本的にこの条

例をうまく育てていくために私も責任がありますので、千葉県議会議員の代表とし

てこの場に参加しております。よろしくお願いします。

· 磯村委員

　　　千葉県商工会連合会会長の磯村でございます。今合併いたしまして県下に４３ございます。会員はわずか２万6千でございますけれども、残念ながら会員が減っているというのが大きな悩みでございます。そういうわけであって、なんとか皆様方のために役に立てるかと思ってがんばっているわけです。高齢になりまして息が切れてまいりましたので、今まで死ぬまでやろうかなと思いましたけれども、やや方向を転換せざるを得ないのかな。ただ常に思っておりますことは、何とかひとつ生きてるときは人の役に立つようにしたいなと思ってまいりました。どうかよろしくお願いいたします。

· 植野委員

　　　千葉県聴覚障害者協会理事長を努めております、また聴覚障害者センターの所長
　　を兼ねております植野と申します。よろしくお願いいたします。連盟が立ち上がりまして６０年の歴史が当協会にありますが、手話通訳の派遣、要約筆記の派遣などの様々な事業を去年皆様の御理解をいただきましたおかげで、社会福祉法人格を得、社会に貢献できるような情報提供施設という形でスタートしました。どうぞよろしくお願いいたします。

· 大塚委員

　　　千葉県経営者協会並びに千葉県経済協議会の会長をおおせつかっております大塚

　　でございます。各経済団体の所属する会社の中での数字的な問題についてはかなりいろいろな面で改善されてきていると思いますけれども、人の意識の改革という面
ではまだまだだと考えております。微力ながらいろいろこれから努力していきたい。私も高齢者の部類で、いつ障害を持つ身になるかわかりませんけれども、出来る
限りお手伝いさせていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。

· 大屋委員

　　　千葉県自閉症協会会長の大屋と申します。私は２人の自閉症と知的障害の子ども

　　の親でございまして、ここに御列席の皆様方にたいへんこれまでもお世話になって

　　おります。自閉症協会自体は会員千名程度ですが、千葉県には自閉症を含めた発達

障害の方が３０万人くらいはいると推定されておりますので、その人たちの声を代

弁していきたいと思っております。

　また、同時に私は旭中央病院の脳外科の部長をしておりまして、これまでにおそらく私のもとを去っていったというか、退院された方は１万人くらい障害の方がいらっしゃる。そういう方の立場にも立ち、今日は藤森会長もいらっしゃいますが、救急医療を支える医師・看護師は非常に苦しい状況になっておりまして、そのへんのことを調整しながら、少しでもこの会に貢献できればと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
· 小田委員
　県バス協会会長の小田と申します。バスと申しますと、現在は知的障害をお持ち
の方、身体の不自由な方、あるいは児童福祉法対象のお子さん方等に対する運賃料

金等の割引、さらにここ数年は特にバリアフリーという中で段差のないバス、ある
いは車いす、ベビーカー等でスムーズに乗り降りのできるようなバス等の導入を急

いでおります。これらを通じましてさらに挑戦していきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

· 神林委員

　　　千葉県身体障害者福祉協会理事長の神林でございます。私どもの団体はいろいろ

な障害をもった方がおります。肢体、視覚、聴覚、内部障害もございます。また、障害種別も重度から軽い方々までおりますし、年齢も若い方々から高齢者の方々までおります。その一人ひとりが皆さん、生活の一つの考え方を持ちながら、それぞれがんばっております。そういった中で、重度の人、そして特別な障害をお持ちの方々にとりましては、やはり公的機関からの支援は大切なのかなと思っております。　私どもの協会はそういったことも含めていろいろと活動させていただいております。　差別については、障害のある方々と県民との相互理解によって解消が図られるのかなという考えを多くの方が持っている団体でございます。今後ともよろしくお願いいたします。
· 黒河委員
連合千葉の黒河でございます。私たちは労働組合、労働者の対場で参加をさせてい
　　ただきます。働く者にとりましては、次の３つの関わりがございます。１つは一緒に

　　働いている仲間として、もう１つは、仕事をしているときの対象者、としては申し訳

　　ないのですが、お相手として、そしてまた肉親という関係で、いろんな形で問題と向

き合っております。
そういう意味で例えば、今回の条例制定につきましても、その前段階から理解を深
めるということで、執行委員会等々で県の方にも来ていただいたところであります。また、特に働く者同士という立場で言うと、まだ少ないのでありますけれども、障
害を持った雇用労働者の方々が内部で集まって自分たちの目線でそれぞれの職場の改
善と申しましょうか、執務環境をどういうふうにしていったらよいか、そういう主体
的な取組みをしているところもございます。その意味で、今回のこの趣旨が私たちの
立場で推進ができるように一層努力をしてまいりたい、今後ともよろしくお願いいた

します。

· 坂戸委員

県中小企業団体中央会会長の坂戸でございます。私、労働者の雇用という部分でこ

　　ちらへ来ているようでございます。障害者の雇用と言いますと、国レベルで見まして
　　大企業の方での雇用充足率はたいへん良い成績で進んでいるわけでございますが、中

　　小企業の立場から申しあげますと、中小企業で働いておられる障害のある方、これは

　　決して中小企業は社会参加のお手伝いをしているという認識ではございません。その

　　障害のある皆さん方に社会参加からもう一歩踏み出していただいて、社会的自立を１

　　日も早く遂げていただこうという姿勢で当たっている訳でございまして、国の審議会

でもそのように申しあげているところでございます。そういう立場から千葉県の障害

者の皆さんの雇用に中小企業が大きく役立てるようになるように努力したいと思って

おります。よろしくお願いいたします。

· 坂巻委員
千葉県障害者施策推進協議会の会長をさせていただいております坂巻と申します。

去年の３月、淑徳大学を定年退職いたしまして名誉教授という名前になりました。

　　新聞記者３２年、大学教師１６年、口先だけで福祉を語っておりまして、欠けている

　　のは実践ということで７年前にささやかな私財を入れて岩手県の沢内村というところ

　　に知的障害者の通所授産施設を作り、今そこの理事長もしております。沢内村は、ご

存知だと思いますけれども、３０年代の初め、老人医療の無料化を全国で先駆けて実

施したたいへん有名な村であります。現在は発展しましたけれども、人口７，５００

の過疎の貧しい山村になっております。その中で、自立支援法という形で就職をさせ

なさい、工賃を倍増しなさいとかいうようなもとで、企業もない、これといって産業

もないところで、どうしたらいいだろうというような、頭をひねっているのが理事長

としての立場でございます。

全米障害者法という法律ができて、世界各国に差別を禁止する法律ができて、日本

　　ではまだそれができておりませんが、千葉県が、そうした運動に先駆けて条例を作っ

　　てくださった。これがきっかけでもって、日本にも障害者の差別を禁止するような法

　　律を国として取り組む動きがより一層強くなることを期待したいと思います。皆さん
　　方と一緒に運動に関われたらばということで、委員を引き受けさせていただきました。

　　どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

· 佐藤榮一委員

千葉県に２０の町村があり、その代表として参加させていただいたのかなというふ

　　うに思っております。印旛村長の佐藤でございます。

　　　今たいへん地方自治体においても私ども自身が財政という大きな障害に見舞われて

いるところでございますが、そうした中に私ども印旛沼という所に三方を囲まれた人

口１万３千人ほどの村で、千葉県の中にある３つの村の１つでございます。そうした
中に新しい千葉ニュータウンというまちづくりを進めているんですが、８千人くらい

のまちづくりの中で、バリアフリーということを取り入れたまちを作っていこうとい

うことで、頑張っているところでございます。皆さん方のお知恵をできるだけ参考に

し勉強しながら頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。

· 高梨委員

千葉県佐倉市に本部がございます社会福祉法人愛光で視覚障害の方たちの相談支援

　　をしております。長年障害者に対する相談支援を職業としておりますので、支援者と

　　いう立場になるんですが、障害当事者でもございます。そんなことから、障害のある

　　なしに関わらず、どのように互いを理解し、尊重して暮らしていったらいいのか、共

　　に暮らしやすい地域づくりはどうあったらいいのかということが私自身の生涯の課題

　　でもございます。そうしたことから、条例の案づくりの段階から研究会の委員として

　　関わらせていただきまして、現在も石橋委員長のもとで、障害のある人の相談に関す

　　る調整委員会の委員をしております。

　　　先ほど知事のごあいさつの中にもございましたけれども、障害のある方たちの生活

　　のしづらさが改善されることが、ひいてはそこに住む県民全体の生活が向上すること

　　に必ずつながるものと私自身考えております。そんな意味でこの推進会議を通じまし

　　て、障害のある人のためということばかりでなくて一般県民すべての方々の生活が向

上し、互いに共に暮らすというすばらしい千葉県ができますように、微力ながら努力
したいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

· 田上委員

千葉県手をつなぐ育成会の会長を務めております田上と申します。千葉県手をつな

　　ぐ育成会というと、何の団体かちょっとわからないと思いますが、知的障害を持つ子

　　どもの親たちが彼らの幸せを願って作っている団体でございます。今回の条例が実り

　　あるものになり、そして障害があってもなくても、その方たちが千葉県で明るく楽し

　　く過ごせる環境づくりに微力ながら努力をして実現に向けていきたいなと思っており

　　ます。よろしくお願いいたします。

· 田中委員

社団法人千葉県宅地建物取引業協会会長の田中と申します。全県下で約４，５００

　　名の会員を擁する団体でございます。店頭に鳩マークのシールが貼ってある組織でご

　　ざいます。私ども衣食住のうちの住まいということでございますので、非常に大切な

　　ところの一翼を担う形になるかなと思っております。

　　　今から１５，６年前に、実は、私、市川から出向しておるものですから、市川市で

　　私ども提案させていただいた中で、高齢者又は弱者に対する住まいのあっせん協定と
　　いうものを市と共同でつくり上げたものが現在でもまだ続いているわけでございます

　　けれども、これには家賃助成とかバリアフリー化の予算を半額市が持っていただいた

　　りとか、全国的にも初めて実施できたのが当時。現在もまだ続いておりますけれども

　　われわれそういう団体でもあるわけです。

　　　一昨年堂本知事さんと災害が発生した場合に、住まいをあっせんする協定もさせて

　　いただいております。そういう意味で、私ども衣食住のうちの住まい、一番大切な暮

らしの元になる住まいを提供する、いろいろな場面で活躍しておりますので、どうぞ

これからもよろしくお願いしたいと思います。

· 寺尾委員
千葉県精神障害者家族会連合会の理事長をしております寺尾と申します。千葉県内

　　で精神科の方で長期的に診療を受けている、これはかなり正確な数字なんですけれど

　　も、約６万４千人ほどございます。私どもの家族会は、各市町に４０ほどの家族会が

　　ありまして構成されておりますけれども、構成員は約１，２００人です。長期的に、

　　６万４千人の中で、名前を名乗って家族会に入ってくるのが１，２００人しかいない

　　ということは、たいへん寂しいことなんですが、これが世の中の偏見に対して身を縮
　　めている家族の実情がございます。私どもの障害者の問題は、まず偏見をいかに取り

除いていただくかというところから出てまいりまして、非常に難しい障害であります。

なかなか人の中へ入っていくことができない障害を負っているものですから、それで

も社会参加にいろいろ力添えをいただいておりまして、少しずつではありますが、社

会参加して、そしてそれによって偏見、差別等にぶつかりまして、この条例にたいへ

んお世話になるという機会がもっと増えるようなことを願っております。ひとつどう

ぞよろしくお願いいたします。
· 中台委員

　　　皆さん、こんにちは。私は、千葉県生活衛生同業組合連絡協議会会長の中台です。そうぞよろしく。私どもの協議会はどういう協議会かと申しますと、理容、美容、クリーニング、浴場、興行、飲食、めん類、中華、すし、肉、そういった衛生面の１２団体が１つにまとまった連絡協議会です。県民の皆さんに衛生面で安心して暮らせるような団体をつくっているわけでございます。今日、障害のある方もない方も共に安心して暮らせるように、私どもの連絡協議会の合言葉といたしまして、明るく楽しく元気よく、みんなで楽しく暮らせる生活衛生の組合でございます。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
· 早川委員

　　　千葉県社会福祉協議会会長の早川でございます。たいへん僭越な考え方かもわかりませんが、私は、福祉の行き着くところは、県民一人ひとりの心のあり方の問題、このように考えております。したがいまして、障害のある人もない人も共にわかち合う、助け合う、わかり合う心づくりのために、微力ながら全力を尽くしてまいりたい、このように考えております。よろしくお願いいたします。
· 林委員

　　　千葉県中小企業家同友会の林でございます。私どもは千葉県内約1,000社の会員を擁しておりまして、全国的には約4万社会員ということで、活動しているところでございます。私どもの会の目的というのは、良い会社を作ろう、また良い経営者になろう、良い経営環境を作っていこうということで、３つの目的をもって私どもは活動させていただいております。

　　　そういう中で、障害者委員会という委員会を、もう25年前から立ち上げておりまして、色々な形で県の皆様方にもご協力させていただきながら、ご指導していただきながら、活躍の場を多数提供していただいております。

　　　その中におきまして、先程話がありましたように、我々も雇用という立場で、中小企業家も雇用を、できるだけ障害者の皆さん方の環境づくりをしていこうということで、日頃から努力をしているところでございます。これからもこういう中で、色々な立場からご指導していただき、ご協力していければなと考えております。今後もよろしくお願いいたします。
· 藤森委員

　　　千葉県医師会会長の藤森です。県内の医療機関の中には、障害を持たれる人に、身近に親切にやっていただいている医療機関も結構多いのですが、逆に幾つかは迷惑だという取り扱いをしているところもございます。

　　　医師会によっては、できるだけそういう方々と連携している医師会も結構ありますが、関心を持っていないところもあります。そういうものをまとめて、そういう方々とご一緒に生活を支え、健康を守るようにしていきたいと思います。

　　　私自身も5年前に、脳梗塞をやった時に、3ヶ月くらい松葉杖でありました。その後杖をついて、今は何とか歩けるようになったのですが、3ヶ月くらいは「ああ」とか「うう」しか言えなかったのですよね。何とか仕事をするうちに、話せるようになって、現在私は障害が残っているのですが、その時に優しく声をかけていただいたり、一緒にやっていただいて、うれしさとかがすごくあったのですよね。

　　　また、無関心にならずに、そういったことが心に残ると思いますので、そういう方々が喜ぶというか、生きていく気持ちというのを、共に支えていきたいと思っております。この活動には大賛成でありますので、協力いたしたいと思っております。
· 牧野委員

　　　県下20町村の教育委員会教育長で組織しております、千葉県町村教育長協議会の会長牧野でございます。皆さんご承知のように、教育委員会と申しますと、教育状況の整備を打とうとする所です。現在、障害を持つお子さん方の就学指導、並びに特別支援教育の充実を最大の課題として、活動しているところでございます。よろしくお願いいたします。
· 横山委員

　　　横山典子です。千葉県地方精神保健福祉審議会委員という肩書きになっていますが、私は精神障害当事者です。そして、皆様のお手元にパンフレットがあると思いますが、先月20日付けでNPO法人としてスタートしました「ぴあ・さぽ千葉」の理事長でもあります。千葉県には、これまで全県的な精神障害当事者の団体というのがなかったのですが、やっと設立することができました。条例制定に勇気付けられた面が、大きかったと信じています。

　　　これからは、精神障害をオープンにしても、堂々と生きられる千葉県にしたいと考えていますので、その一糸を担えるようにがんばりたいです。社会経験が少ないので、突拍子もない意見を言うかもしれませんが、今後ともよろしくお願いいたします。
· 渡邉委員

　　　千葉県の人権擁護委員連合会の会長をいたしております、弁護士の渡邉と申します。県下に約400名の人権擁護委員がおられます。私どもの守備範囲と申しますか、差別問題ということを切り口にして、色々なものを考えていくという立場であろうかと考えておりますが、この名簿を拝見いたしますと、私が有識者という枠の中で、名前を載せていただいております。甚だじくじたる思いをしているわけでございます。

　　　ただ私の娘は40才になります。彼女は重度の身体障害者でございまして、その障害者の親でもございますので、そんな意味では、当事者と言えるかもしれないと自覚しております。もっとも、わが娘に言わせますと、何も分かっていない能天気な親であるというのが、娘の批評・批判でございますから、とても有識者という立場にはないわけでございます。

　　　この問題は私にとりましても、まさに40年来の関心事でございまして、娘と共にいささかの経験をいたしてまいりました。ここで改めて勉強し直してみたいと思っております。よろしくお願い申し上げます。
· 榎本剛氏（佐藤健太郎委員の代理）

　　　県教育長の佐藤が委員でございますが、所用のため代理で出席いたしました、県教育委員会教育次長の榎本と申します。自己紹介は省略いたしますが、千葉県の教育委員会といたしましては、子供達の学びの機会を保障するということを、大変重視しておりまして、その観点で学校が、学校以外の色々な方々とのネットワークを作っていくということを、重視した取り組みを進めようとしております。

　　　特別支援教育の充実も、そういった観点から、例えば専門性の高い巡回指導員の方々を、市町村立の学校に派遣してもらうと。あるいは学生のボランティアや、社会人ボランティアに学校で活躍していただく。県立の特別支援学校の分教室を、市町村立学校の中に作ることで、子供達の交流を進めていく。更には職業的な自立を図る観点から、特別支援学校の高等部段階における作業学習の充実、そういった色々な取り組みを進めているところでございます。

　　　推進会議において、教育の話題も出てこようかと思っております。そうした会議における議論も踏まえながら、県における教育委員会の施策の充実に努めてまいりたいと思っています。よろしくお願い申し上げます。
· 小川委員

　　　県の健康福祉部長の小川でございます。この度は推進会議の委員に各界、色々な業種別団体のそれぞれのそうそうたるメンバーの方々に、この推進会議の委員ということでご就任いただきまして、ありがとうございました。いずれにしても、この会議というのは、先程知事のお話もございましたように、条例の推進する、根幹をなす組織でございますので、今後皆様方に色々とご支援、ご協力を賜ることはあると思いますので、よろしくお願い申し上げます。
· 西山寿夫氏（根本委員の代理）

　　野田市保健福祉部参事の西山と申します。障害者福祉の方も担当しております。本日のこの推進会議には、私どもの千葉県市長会の社会部会長であります、根本野田市長がメンバーなのですが、公務の都合で今日は申し訳ございませんが、欠席させていただいております。

　　野田市の障害者福祉の取り組みについて、若干紹介をさせていただきます。この障害者福祉は、色々めまぐるしく変わっておりまして、現在ですと、障害者自立支援法の制度のもとで、行われております。その制度は大きな変革だったということもありまして、私どもも団体等の関係者の方々から、色々ヒアリング等行いながら、19年度、今年度から野田市独自で、市の単独事業ということで、何点かの事業を立ち上げてまいりました。

　　その中の1つで、本日ご列席ですが、植野理事長さんのご協力を得ながら、手話通訳者の庁内設置ということにも取り組んでおります。その他、障害者基本計画に基づきながら、各種事業を行っているところですが、もう1つ防災部局と連携しながら、災害時における障害者とか高齢者の、いわゆる災害弱者の方々の把握とか、避難所までの安全な支援とか、そういったものにも19年度から本格的に、取り組んでいるところでございます。

　　繰り返しになりますが、計画に基づきまして、住民の方と身近なところにある立場を活かしながら、障害者施策に取り組んでいきたいと考えております。よろしくお願いいたします。
· 小石まさよ氏（千葉委員の代理）

　　千葉県商工会議所連合会、本来であれば会長の千葉が出席する予定だったのですが、所用のために、代理で事務局長の小石が出席させていただきました。県内には20の商工会議所がございまして、会員企業さんが約45,000ございます。また、20の会議所を通じまして、機関紙等で周知を徹底してまいりたいと思います。少しでも第一歩を踏み出せるように、色々な小さな取り組みかもしれませんが、県民一人ひとりが優しい心になって取り組めること、小さなことかもしれませんが、足元の取り組みをしっかりできたらなと思っております。
· 鵜木周造氏（大越委員の代理）

　　千葉県タクシー協会会長大越が委員の委嘱を受けたところでございますが、欠席のため事務局を扱っております、私は鵜木と申します。本日出席させていただきました。

　　私どもタクシー業界は、バスの方でもお話がございましたように、バリアフリーというにはなりませんが、リフト付きの車、スロープ付きの車、ウエルキャブ、椅子がすり出て乗りやすい車でございますが、そういったものの導入に取り組んでいるところでございます。まだ台数的には少ない状況にはございますが、こういった機会を通して、大いに拡充を図っていきたいと思っております。

　　もう1点は運賃面でございますが、身体障害者の方、療育手帳をお持ちの方につきましては、運賃の1割引ということで、ご利用をしていただいております。これからも私どもとしましては、こういった方々のお役に立てるような形で、努力をしてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
· 岸田委員

　　千葉県の歯科医師会の岸田と申します。本日は時間を間違えまして、大変申し訳ございませんでした。千葉県の歯科医師会は、もう25年くらいになりますが、県で『ビーバー号』という移動診療車を貸与していただいています。実はもう3台目になります。大型のバスを改造したものですが、これを使いまして、県内の障害のある方が療養している施設に行って、治療をずっとやってまいりました。この25年間という歴史は、あっという間に過ぎた気がいたします。

　　しかし、今知事が始めました、障害のある人もない人も共に過ごせるという世界は、本当にノーマライゼーションという考え方を、いかに行政として実現していくか、そういう素晴らしい計画です。私は市川でその仕事をしていますが、市川に住んでいる障害者の方と、色々お話をしてきまして、切実な問題があるという状況です。
特に学校にいる間はまだいいのですが、仕事に就くということで、親御さんの気持ちは本当に計り知れない、そういう不安を持って子供さんを育てていらっしゃる。そういうことに対して、きちんとした施策を進めていくことこそ、千葉県は共に暮らしやすいと言えるのではないかと思っています。

　　ここに資料がございますが、この条例に基づいて、施策提案型事業ということで、歯科医師会はすぐ応募をさせていただきましたところ、採用していただきました。これはバリアフリーというような形で診療所の方で、どうやって障害のあるお子さん方を治療していくか、また指導していくかということの事業をやっています。

　　実際に診療室に入るためには、階段があったら入れないとか、こういう物理的なバリアというのは、私はそんなに大きな障害ではないと思っています。バリアフリーと言いますが、これは心のバリアというものを、取り除かなければいけない。もしそういう方がいれば、手を貸してあげればいいと私は思います。

　　こういうものを通して、県の歯科医師会の会員、先生方は障害を持ったお子さん達に心を1つにして、仕事ができるという場を与えていただいたことは、歯科医にとっては本当に素晴らしい、ありがたい経験をさせていただきました。これからもこのビーバー号を活用しまして、新しい形の障害者の方々の歯科治療というものに、取り組んでいきたいと思っています。ありがとうございました。
· 事務局（横山障害者計画推進室長）
　　委員の皆様、ありがとうございました。それでは、早速、推進会議の今後の進め方をテーマにいたしまして、会議を進めさせていただきたいと存じます。なお、本会議におきましては、会議の進行役であります座長を、堂本知事が務めさせていただきます。

　　それでは、知事よろしくお願いいたします。

· 座長（堂本知事）

　　皆様、ご紹介を色々な立場からありがとうございました。多様なお立場の方がお集まりであればこそ、この会が大変有機的な仕事ができるのではないかと、期待をさせていただいた次第でございます。

　　ところで、私が司会をできない場合、公務と重なる場合もあるかと存じますので、副座長を決めさせていただきたいと思います。障害者施策に関わる法定審議会である障害者施策推進協議会の会長を務めていただいている、坂巻熙様にお願いしたいと思いますが、皆様いかがでございますか。（拍手）　よろしくお願いいたします。

　　では、今日の議題に早速入りたいと思います。今日はこの会の進め方についてのご意見を伺うことになっております。どうぞ色々ご意見をいただきたいと思いますが、最初に事務局からお配りしてある資料に沿って、まず説明を受けたいと思います。

· 安藤障害福祉課長

　　県障害福祉課長の安藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。それでは資料に沿いまして、この推進会議の設置につきまして、説明をさせていただきたいと思います。お手元に配布されております資料1、推進会議の設置についてという資料をご覧ください。

まず、条例の趣旨から簡単にご説明いたしますが、趣旨につきましては、知事の挨拶にもございましたし、また、皆様方のご挨拶の中にも含まれていたと思います。

　　この条例は、最終的には障害があってもなくても、誰もが暮らしやすい社会づくりを進めるために制定された条例でございまして、昨年の7月から実際に施行されているという状況にございます。

　　今申し上げました、誰もが暮らしやすい社会づくりを目指すために、具体的な仕組みといたしまして、この条例の中では、3つの仕組みが定められてございます。2番のところをご覧いただきます。

　　まず1点目は、こちらはすでに昨年の7月から動いているスキームでございますが、個別事案解決の仕組みということで、これは個別の相談事案というものをあげていただきまして、地域ごとにいらっしゃいます相談員さんが実際に間に入って、解決を図っていくというスキームでございます。

　　基本的には、地域の中で解決していくことを第一義的には目的としてございますが、なかなかその地域の中で解決が図れない場合に、これは県の方になりますが、知事の附属機関といたしまして、「障害のある人の相談に関する調整委員会」というものをつくってございます。本日こちらの推進会議の委員の中にも、石橋委員長と高梨副委員長にご参加いただいております。こちらが助言、または斡旋等を行うという仕組みになってございます。

　　先程、冒頭の知事のご挨拶の中にございましたように、昨年の7月からこの条例を動かしておりまして、今年の2月末まで267件の相談が、実際に窓口に寄せられているところでございます。

　　詳細につきましては、資料3ということで、本日お配りさせていただいております相談の受付状況についてという資料を、ご参照いただければと思うのですが、こちらは件数だけで恐縮でございますが、267件について、それぞれ分野別、障害種別、地域別に件数の状況がどうなっているかをまとめた資料でございます。

　　分野別についてだけ簡単に申し上げますと、件数として多くなってございますのは、福祉サービス、労働者の雇用の分野といったところが、挙がってくる相談の種類としては多くなっているという現状にございます。

　　資料1の方にお戻りいただきまして、続きまして②の2つ目の仕組みでございますが、「誰もが暮らしやすい社会づくりを議論するための仕組み」ということで、こちらは本日開催しております推進会議の役割になります。

　　具体的には、例えば障害者用の駐車スペースのマナーの問題ですとか、あるいは目や耳の不自由な方に、情報提供をする場合の配慮をどういうふうにしていったらいいか、そういったことについて、なかなか個別の相談では解決が困難な課題ということがございます。

　　そういう課題につきまして、解決に向けた取組みを話し合っていただきまして、その成果を幅広く県内で発信していく、あるいは、内容によっては県の施策という形で、具体的な施策の方に反映させていくと、そういう取組方針というものを話し合っていただくというスキームでございます。

　　こちらは昨年7月から、個別事案解決のための相談スキームというものを動かしてございますが、実際そういった個別の相談事案を通じまして、なかなか個別には解決ができない、制度的あるいは、慣習的な要因というものが背景にあるという課題が、現にあがってきてございます。

　　これは次回以降になりますが、そういった課題について、こちらの推進会議の方で、具体的にどういった取組みというのが可能かということについて、議論していただければと考えているところでございます。

　　資料に戻りまして、3点目の仕組みでございますが、こちらは「障害のある方に優しい取組みを応援するための仕組み」ということで、例えば点字メニューのあるレストランですとか、障害のある方のために頑張っている事業主さんなどの取り組みを、表彰ですとか情報提供といった事柄を通じまして、広く県民の方々にご紹介していくという仕組みでございます。

　　これらの3つの取組み、仕組みでございますが、これらについてはそれぞれがもちろん独立して動かしてございますが、実際にはかなり連動しながら動かしていくということが必要になってまいります。

　　例えば先程申し上げましたように、個別事案の相談を通じて、挙がってきている制度的な課題について、この推進会議で議論していただくといったような形に、３つの取り組みについては連動させながら、進めていくことが必要であると考えているところでございます。

　　次のページをご覧ください。こちらの推進会議でございますが、この条例の中では推進会議を効果的に運営するために、推進会議のもとに5つの分野別会議を設置することになってございます。具体的には、その下にございます参考というところに、5つの分野が書いてございます。

　　例えば、福祉サービス・医療・情報提供の分野ですとか、あるいは、その商品・サービスの提供の分野という、分野ごとに5つの分野別会議というものを設置いたしました。こちらの分野別の会議の方で、実際にどういった取り組みが可能であるかということについての、より詳細な議論というものをしていただくということで、条例上位置付けがなされているところでございます。

　　次の3ページでございます。この推進会議の進め方について、事務局の方で考えている方針について、ご説明させていただきます。実際にこちらの推進会議の方で、ご議論いただく課題でございますが、先程申し上げましたように、個別の相談事案を通じて出てきた課題について、こちらで議論をしていただくということで考えたいと思ってございます。

　　したがいまして、先程申し上げました3つの取り組みのうちの1番目になりますが、調整委員会の方から、課題を提起していただくということを、まずはやっていただこうと考えてございます。そちらに書かれてございますように、この調整委員会の方から、相談事案の調整を通じて把握される課題というものを、こちらの会議の方に投げかけていただくということが出発点になります。

　　2番目でございますが、実際に課題が提起された後、こちらに書いてございますが、推進会議におきましては、そもそもの課題の中で、まず何を協議するかという優先順位を決めていただきます。優先度の高いものから順次、分野別会議に投げていただいて、そちらの方で取組方針についての議論、検討を行っていただくということで考えております。

　　なお、そちらにも書かれてございますように、この分野別会議でございますが、こちらについては検討テーマに即しまして、こちらの会議の方にもご協力をいただきながら、適任と思われる方々をお願いしていきたいと考えてございます。

　　次に3番目でございますが、取組方針の決定と普及啓発ということで、その分野別会議での検討結果というのを踏まえまして、再度その結果について、こちらの推進会議の方に戻していただきます。この推進会議の方では、取組方針というものを最終的に協議、決定していただきまして、その実施について、各方面に働きかけを行っていただくということを考えてございます。

　　併せまして、その取り組みについて、幅広く県民の方々に普及啓発ということも考えていきたいと思っております。なお、この具体的な働きかけの方法ですとか、普及啓発の方法につきましては、こちらの会議でご相談をさせていただきながら、今後考えていきたいと思っているところでございます。

　　次のページをご覧ください。３つ目のこの条例の仕組みでございます、優しい取り組みを応援するための仕組みについて、推進会議の関係で申し上げさせていただきたいと思います。まず1点目の表彰・情報提供についてでございますが、こちらはまだ実際に動かしてございませんが、この条例の中では、障害のある方に優しい取り組みをして　いる方々の表彰ですとか、あるいは県民の方々への情報提供ということで定めてございます。

　　実際には具体的にどうやって選考していくか、あるいは、広報していくかについては、案ができた段階で、こちらの推進会議の方にご相談をさせていただきながら、進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　　2点目の、先程、歯科医師会の岸田会長の方からもご説明がございましたが、施策提案型事業ということで、こちらは多くの県民の皆様方に、この条例に基づく取組みを進めるために参加していただきながら、進めているものでございます。今年度19年度でございますが、19年度から障害のある方に対する理解を広げるための施策提案型の事業というものを、県民の皆様方から公募いたしまして、5つの事業を採択して実施してございます。

　　具体的にはその下に表がございますが、例えば先程歯科医師会の岸田会長からもお話がございましたように、3つ目になりますが、障害のある人が実際に歯科を受診する際に様々なトラブルが現場で起きています。そういったことはできる限り少なくするために、歯科医師の方々にどうやったらいいのかということを実際に御検討いただきまして、それを実践していただくという取組みです。

　　あるいはちょっと戻りますが、2つ目の株式会社千葉薬品さんの方で、やっていただいておりますヤックスというスーパーマーケットで、知的障害を持ったお客様がスムーズに買い物ができるように、知的障害のある方、あるいはその親の方から実際に意見を聞きながら、スーパーマーケットの在り方というものについて考え、それを広げていくという取組みといったような、5つの施策提案型の事業というものを、今年度実施させていただいてございます。

　　こちらにつきましては、平成20年度、次年度以降についても、引き続き実施していきたいと考えています。その際事業の募集、それから広報・普及などにつきましては、こちらの推進会議の方にご相談をさせていただきながら、進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

　　最後になりますが、次のページをご覧ください。当面考えられる今後のスケジュールについて、簡単にご説明させていただきます。本日1回目ということで、推進会議を開催させていただきましたが、2回目の開催でございますが、6月頃を予定させていただきたいと考えております。

　　第2回目におきましては、調整委員会の方から、こちらの推進会議で検討いただきたい課題ということについて、投げかけというものを行っていただきます。その中でどれを実際に検討していくか、推進会議の方で議論いただきまして、分野別会議の設置を決定していただいたりということを、やらせていただきたいと思っております。

　　そこから分野別会議の方で、実際の検討というものを、以降年内いっぱいくらいかけまして進めていただきまして、第3回目の推進会議でございます。まだ、未定でございますが、来年の1月頃に開催させていただきまして、分野別会議での議論の検討結果を踏まえて、取組方針の決定ですとか、それの普及のための方法についての議論というものを、いただきたいと思っているところでございます。

　　続きまして、簡単に資料2について、ご説明させていただきたいと思います。資料2、運営要綱と書いてある資料をご覧ください。こちらにつきましては、この推進会議を運営していくに当たりまして、必要となる基本的な事項について、条例上知事が定めるという形になってございますので、県の方で今回定めさせていただきました。

　　大部分は、今申し上げました説明と重なりますので、違っているところだけ説明させていただきますと、まず資料2の1ページの第5条にございます（組織）でございます。第1項のところにありますように、こちらの組織としましては、知事のほか、知事が委嘱または任命する委員を持って組織するという形になっております。定員でございますが、35名以内という形で、規定をさせていただいております。

　　次のページをご覧ください。真ん中辺くらいの第8条、委員の任期でございますが、こちらにつきましては2年間と、ただし、再任を妨げないという形で、定めさせていただいてございます。その下でございます。（会議）と書いた第9条でございますが、その第2項、会議の開催についてのルールでございますが、この推進会議は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことはできない。定足数については、過半数という形で定めさせていただいてございます。

　　3項でございますが、委員の方々のうち、本人がやむを得ない理由で出席できない場合は、その代理出席も可という形で定めさせていただいてございます。その下の4項でございますが、座長でございます知事は、協議する上で密接に関連し必要があると認める場合には、こちらの推進会議の委員以外の方に、出席を求めることができるという形で、定めさせていただいております。

　　具体的には、分野別会議の方で検討をいただきますので、その検討結果を報告していただく際に、分野別会議の委員の方々にも、この会議に出席をしていただきたいと考えているところでございます。

　　最後になりますが、5項のところで、この会議は原則として公開ということで、定めさせていただいているところでございます。

　　他に資料3ということで、先程申し上げました相談の受付状況について、資料4ということでこちらは参考でございますが、先程来出ております調整委員会の位置付けについて、その概略をまとめた資料を添付させていただいておりますので、後程参照いただければと思います。

　　簡単でございますが、以上でございます。

· 座長（堂本知事）

　　ご苦労様でした。大急ぎで話してくれてありがとう。早速に残された時間、20分ほどございますので、できれば手短にお1人2分から3分くらいで、簡単にご意見をおっしゃっていただければと思います。

　　1番この問題は、今まで国の法律があって、それについてまた県でということがありますが、この条例については、国には法律はございません。他の県にもございません。ということは前例がないということです。私達は、今日から全く自分達でつくりあげていく、まさに創造の過程だと思いますので、皆様のご意見がそのまま初めて、色々なことが実施されていくことになります。

　　積極的にどのようなご意見でも結構ですので、よろしくお願いいたします。どなたかご意見、おっしゃりたい方ございますか。どうぞ。

· 坂巻委員

　　すみません、副座長ということですので、ちょっと運営のことで伺いたいと思います。過半数の出席という場合に、委任状みたいなものを認めるのかどうかということと、代理の方が会議に出席された場合に、そういうことはないかもしれませんが、例えば議決をする場合に、議決権はどういうふうになっていますか。

· 事務局（横山障害者計画推進室長）
　　事務局の方からご説明いたします。会議の性格上、決定をするのに議決というような考え方をとっておりませんので、委任等の手続きは予定してございません。議事の進行として、採決という意思決定を、この会議の中では予定していないということでございますので、皆様のご意見を伺いながら、合意できる範囲の中でこのことを決定していこうという方針で、会議を進めてまいりたいと考えております。よろしいでしょうか。

· 座長（堂本知事）

　　はいどうぞ、お願いいたします。
· 寺尾委員

　　先程精神障害の件につきまして、偏見であるとかそのようなことを申しましたが、実はこの精神障害につきまして、法律的に非常に違っていたりしておりまして、今回の自立支援法で初めて、身体障害や知的障害と同列になったという経緯がございます。

　　そのために、以前の法律で身体や知的障害の方に認められている交通機関の割引であるとか、そういうものが精神の場合には、法律的に整備されていなかったものですから、現在厚生労働省、国土交通省の方でも、色々ご連絡をされているようなのですが、まだ例えばバスの割引であるとか、他の乗り物の、障害者のための利用の仕方についてのことが遅れております。

　　これをサービスだと申しますと、大変関係者にご迷惑になるので、私どももまだ努力が足りないのですが、少しずつこれから相談にあがりたいと思います。かなりの分野にわたってあると思いますので、そういう法律の違いがあったという背景をご理解いただいた上で、相談に応じていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

· 座長（堂本知事）

　　分かりました。確かに大変遅れている分野でございますので、この推進会議でどのような形で、これから問題を解決していくかということで、話し合っていきたいと思います。それではまた、この推進会議をどのように進行していくかということについて、ぜひ積極的なご意見がおありでしたら、伺いたいと思います。どうぞ、お願いいたします。

· 大屋委員

　　自閉症協会の大屋と申します。今のお話しに若干関係することなのですが、先程申し上げましたように、私の子供は自閉症なのですが、14・5年前には、千葉県ではなかなか診断がつきませんでした。なぜかというと、分かりにくいということがあるのですね。それを含めて申し上げたいことがあるのです。

　　この条例そのものの対象というのは、色々問題というか、論議の的になった部分であるかと思うのですが、基本的には3つの障害者の法律及び発達障害者支援法の4つということで、一応決着をみております。その中で発達障害者というものは、かなり定義が曖昧な部分がありまして、多分この社会で大変活躍されていらっしゃる見識の高い方々も、意外とご存じない方もいらっしゃるのではないかと思います。

　　手帳を持っていない人が非常に多いということになってきますと、発達障害という生来の脳の機能障害があるが、また地域でちょっと困っているのだが、手帳がないのでよく分からないと、その辺の共通認識をするような、何らかの方法を、会議の中で入れていただければと思います。具体的には、非常にタイトなスケジュールで難しいとは思いますが、第2回、第3回の推進会議でそのようなことを、若干でも皆で共有して、この範囲がもう一度対象であると。

　　更にもう1つ、ついでに言いますと、この中で私は親ですので、真の意味の当事者とは言えないところがありまして、この会議にも当事者の方が何人かいらっしゃると思うのですが、田上会長もそうなのですが、知的障害とか発達障害の場合は、本人そのものが出てくることがなかなかできない場合もあります。それも何らかの形で、皆様に情報提供をさせていただくようなことができれば、今一つ深まるのではないかと思います。その辺も具体的方法をご検討いただければと思います。よろしくお願いします。

· 座長（堂本知事）

　　定義がはっきりしていないだけに、これからどのような形で相談に応じたり、調整したりするというのは出てくると思うのです。事務局の方で2回以後に、そのことも考えてください。先程雇用の問題という話も、企業の方からも組合の方からも出されておりましたが、何か雇用という面では、ご意見はございますでしょうか。

· 坂戸委員

　　今、これを拝見しておりまして、調整委員会の位置付けという資料がございます。石橋先生のところでやっていただくわけですが、これは相談と言いましょうか、調整をしていただくのは、障害のある人の側の部分を書いてあるわけです。

　　この資料3を見せていただいて、企業側の人は聴覚障害・視覚障害・肢体不自由、この辺の障害の方に対しては、比較的経験を持っていると思います。また、知的障害についても、ある程度の経験を持っているのだろうと思います。

　　先程、寺尾先生からのお話もありましたが、精神障害の場合に企業側、特に中小企業におきましては、これがどういうものなのか、あるいはどういう注意がいるのか、どういう環境を揃えなきゃいけないのか、こういうことがほとんど分からないというのが実情だと思います。企業の相談窓口と言いましょうか、そういうものもご用意いただけると、非常に雇用が進むのではないかというように思います。

· 座長（堂本知事）

　　本当にそうですね。寺尾さんがさっきおっしゃったとおり、つい最近三障害が並んだわけで、今まで遅れているという以上に、ほとんど知見は皆様持っておられない。これも今後の検討する課題だと思います。寺尾さんの方から何か。

· 寺尾委員

　　精神障害のことで、時間を取らせてすみません。学校教育の中で、以前は精神障害の記述が保健体育などであったのです。その頃は遺伝性のものであるということがありまして、それが違っているということで、一切その後、学校教育からもなくなった事例があります。

　　それにつきまして、精神障害の知識を普及させる必要はある、そういう研究会などもあって、私も参加しているのですが、そこが学校教育をしたデータを基にCDを作りまして、今普及を図っております。この差別についての理解の前に、障害に対する理解が必要だと思うのですね。そうでないと、何が差別でどう対処していくか、先程のお話しはそのとおりだと思います。

　　幸いなことに分野別会議の中に教育という分野が明確に位置付けられておりますので、教育について、例えば先程の自閉症の子に関することもそうだと思いますが、そういうものがどのようなデータの資料があって、教育あるいは啓発ができるかということが重要なことだと思います。私どももそういう資料は、提供したいと思いますので、ぜひそういうことで、お考えいただけたらと思います。

· 座長（堂本知事）

　　今、精神障害と発達障害、知的障害の当事者は、なかなか出にくい場面のところ、今日は横山さんは出てくれていますが、何か横山さんの方から発言はありますか？

· 横山委員

　　委員の横山です。精神障害については、学校教育の中でなかなか取り上げられないというお話しがありましたが、県社協さんのご協力を得まして、学校の福祉教育の中で、精神障害者自身が講演するという活動が、少しずつ広がっております。それがもっと普及していけば、精神障害についての理解というのは、広まっていくのではないかと思っておりますし、先程パンフレットをお配りしました「ぴあ・さぽ千葉」でも、そのような活動を柱に据えておりますので、がんばっていきたいと思っております。

　　それと別のことなのですが、障害のある方に優しい取組みをするということが、これからどんどん増えていくと思うのですが、そのような取り組みの事例集というものが作れないか、事例集というのはぜひ作っていただきたいなと思っております。それを色々な所に配布して、例えばある所ではこうやって障害のある人を応援しているが、隣の市ではやっていない、真似できないかということでどんどん広めていく。

　　私も全国的なあるメーリングリストに入っているのですが、千葉の条例というのは、非常に注目されております。他にはないわけですから、例えばこの事例であれば、千葉ではどのように対応しますかと、個人的見解を求められることもあります。全国的にもこのような障害者の差別をなくすという取り組みを、広めることにもなっていると思います。

　　そういう事例集を作って、どんどん色々なところに配布していくという、そういうことが推進会議でもできればいいのではないかと考えております。以上です。

· 座長（堂本知事）

　　どうもありがとう。私達はまだよちよち歩き出した途端に、全国から注目されているという状況に置かれているので、できるだけ色々な体験を発表していくことも大事かなと思います。はい、どうぞ。

· 黒河委員

　　黒河です。運営上の関係で確認しておきたいのです。特に分野別の会議とこんなふうになっていて、一見委員の皆さんは大勢ですし、分野別にというと非常に効率的、また効果的という面もあるのですが、先程申しましたように、特に私達は例えばここで見ると、労働者がすぐ雇用というところにいっちゃうのですが、実はそうではなくて、色々な場所で働いています。

　　例えば学校の先生だったら、学校の先生の組合があって、そこで色々な問題が起きている、それからここに書いてある公共交通機関で働いている人もいっぱいいて、そこで色々な問題と出会っていく。元々が私は一応働く側の立場で、参加をさせていただいているのですが、雇用というのは前提にありますが、出会いの場所というのは本当に様々な形なのです。

　　その意味でこういうふうに、おそらく他の団体の皆さん方も色々な関わりがあるのだと思うのです。ですから、ちょっとこの分野別ということの意味が、分断した議論の方が果たしていいのかどうかということを含めまして、どんなふうに考えられているかというのが、理解が十分にできないので、もしお考えがあれば、少し聞かせていただきたいと思います。

· 座長（堂本知事）

　　この点についてご意見いかがでしょうか。分野別と私も、雇用についてと今申し上げましたが、労働組合や企業だけが雇用の問題なのではなくて、今、横山さんが発言したように、できるだけ多くの方に実態を知っていただくという意味では、色々な形のクロスオーバーがあっていいのかもしれません。その点についてご意見がおありになったら、ぜひ伺いたいと思います。お願いいたします。

· 小田委員

　　直接の意見ということにならないかも分かりませんが、説明を聞いてきた限りでは、官とか民とか、あるいは障害をお持ちの方とか、そういう構図は比較的スムーズに理解できるわけです。ただ何人かの方がおっしゃっていましたように、ベースとなるのは、県民のいわば意識の向上と言いますか、そういうものが同時並行的に伴っていくことが不可欠ではないかなと。

　　そういう意味では、分野別の会議云々ということとはあまり関係ないかもしれませんが、併せて私は県民運動のようなもの、テーマに沿った運動を起こされたらどうかなと。例は適切ではないかもしれませんが、つい数年前まで「さわやかハートちば運動」というものもございました。

　　それに代わるということではございませんが、全国で初めての条例で、しかも例もない、関心も広く持たれているということであれば、そういう形で全体のレベルを上げるような、民度を上げるような運動も合わせて行った方が、効果が生まれやすいのではないかとそのように思います。

· 座長（堂本知事）

　　いいご意見をありがとうございました。本当に分野別に細かく検討する部分と、全体で今おっしゃったように、600万県民がそういった問題意識を持つということと、それが合わさっていることが大事かと思います。

　　先程黒河委員からお話があった、分野別に分けてしまうだけではなくて、それをクロスさせていく、色々な形で分野といっても雇用の分野の時もあれば、先程お話のあった精神障害、あるいは発達障害、知的障害のような、比較的知られることが今まで少なかった分野については、皆で研究をしようとか、色々なことがあっていいのだろうと思います。

　　藤森先生、ドクターの立場から何かご意見はおありになりますか？

· 藤森委員

　　今日お話しすることは、適切ではないかもしれませんが、2・3日前にあったことなので、ちょっとお話したいと思います。これは障害のある人もない人もというのに、関わるのではないかと思うのですが、実は私達の地区では、千葉市内ですが学校運営委員会というのがあります。3～4つの学校が、それぞれの学校に10人くらい委員の方が参加して、学校の色々な問題を話し合うことになりまして、3日前に私の地区も学校運営委員会がありました。

　　2つの中学校と1つの小学校、その3校なのですが、そこから委員が出て学校の色々な問題を聞いて、意見を述べるのですが、たまたま私は小児科医なものですから、小学校の校医をしていまして、中学校の校医はしたことがなかったのですよね。そのある中学校で学校運営委員会がありまして、3人の校長先生とその職員の方並びに委員が出て、色々な話が出たのです。

　　私が行った時に、特別にそこはそうかもしれないが、非常に荒れた学校だなという印象を持ったのです。きれいにかなり整備されているが、掃除されていないし、十分管理されていないなという感じがしないでもなかった。窓も結構割れている。

　　その学校の校長先生もおられてお話しになったのは、中学校のクラスの中に、障害児というか精神発達障害児が、問題を起こして、もう授業になると1人で暴れて、机は投げるし、バラバラにする。そのクラスは授業にならないのですね。1年間授業にならない。父兄からも文句を言われるが、なかなか回復しようもないということで、もう学校の先生もノイローゼになって、ついに休講してしまうという状態があるような話でありました。

　　就学時に関しては、就学委員会というのがあって、養護学校が適当か、あるいは特殊学級が適当かというのは、判定してどこがいいか決めるのですが、親御さんにすると、正常児に囲まれていれば、正常な発達をするかもしれない、養護学校は絶対に嫌だという声もないわけじゃないのですよね。かなり制御もできないし、場合によっては、権利であるということで強く主張されるものですから、普通学校の中にそういう子がいないわけではない。

　　その学校に特殊学級ができていればいいのですが、できているとはいえない所はありますので、そういう子供も見ていただいて、クラスメイトが仲良くして、健常な発達となるようにすればいいと、理想的にはそういっても、今の子供達は個別主義ですから、なかなかそうはいかない。その中で学校の器物はどんどん壊されて、クラスの授業にならないということが出ていて、学校の先生は本当に苦労されているのだという話を聞きました。

　　確かにそういう一例ですが、障害のある子が親の希望等によって、普通学校でやるというのは必ずしもいいとは言えないと思います。ただ、障害のある人を大事にして、普通にすればいいと言えない部分もあるのではないかなと感じました。

　　実は私も、孫の1人が精神発達障害で、発育が遅れているのですよね。その親が望んで普通学級に入っていたのですが、なかなかついていけないということで、ある学年になってから、希望して特殊学級に入れてもらって、子供もよくなったのです。それまでは、親は特殊学級とか養護学校を、嫌っていやがっていたのですよ。

　　そういう他所のことは分かりませんが、合う環境で皆で見守るというのは必要かなと、荒れた中学を見てつくづく思った経験もあります。これがそのまま親の希望通りに、普通学級に入れてやればいいかもしれないが、そのために学級全体が授業にならないし、崩壊になってしまう。父兄のクレームがどんどんかかってくると。

　　その児童がどこかへ行って、皆で探し回って大変だった。言ってみれば勉強どころじゃないというところが、その先生の学級崩壊を起こしました。それもその学級だけじゃ済まなくて、周りの学級に広がっていって、結果としては学校がかなり厳しい状態になっていると。教育委員会の先生もお見えになって、色々そういう事例があって苦労されていると思います。そういう子を特別に皆の中に入れてやるというのもいいかもしれないが、やはり難しいなと。孫の経験を踏まえて、経験しました。

　　これは要するに、障害のある人がない人にかなり影響しているわけですよね。そのクラスの児童、その学年の児童は、学力の低下がやむを得ないと思うのですよね。身の周りの整理ができていないということは、十分しつけがなっていると変わるのですが、これは将来的には大きくそのエリアの機能を落としていると思うのですよね。かといって囲うのがいいとは言えないが、皆でうまくいけるようにしないといけないな、という感じがしたものですから、ちょっと発言いたしました。

· 座長（堂本知事）

　　ありがとうございました。ちょうど時間になりました。1番最後に事例をお話いただきましたが、まさにこの条例ができたということは、今の藤森先生がおっしゃったようなケースの相談をし、皆で調整をし、解決をしていくことができるのが千葉県だというふうにしたい。そうなったらいいと思いますし、先程の県民運動のようなことも、取り入れていくことが大事だと思います。2回以後に今のご意見を入れて、また続けていきたいと思います。

　　今日は誠にありがとうございました。これで終わらせていただきます。

· 事務局（横山障害者計画推進室長）
　皆さん、ありがとうございました。それでは以上持ちまして、第1回目の推進会議を終了させていただきたいと思います。皆様ありがとうございました。
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